
第 鎚 部 糠 週 環 境 づ く り

豊かな緑、 さわやかな空気、 清 らかな水辺 、 美 しい街なみや歴史的な雰囲気な どが、 パ フ ソ ス よ く 備

わ っ た 快適な環境 ( ア メ ー テ ィ ) は、 生活に う るお い と やすら き を与え る な ど様々 な恵みを も た ら し 、

健康の維持、 増進、 精神の リ フ レ ッ シ ュ あ る いは、 子供の健やかな成長に欠かせな い も の であ る 。

こ の よ う な生活の質の向上、 精神的 な豊か さ を環境に求め よ う と す る要請に応え る ため、 公害の防止

や 自 然環境の保全に と ど ま らず、 快適な環境を積極的に創造 して い く こ と か、 ま すま す重要な課題 と な

っ て い る 。

こ う した こ と か ら 、 県では次 の よ う な施策を実施 して い る 。

l 快適環境整備事業の推進

昭和 6 1 年度の環境庁の 快適環境整備事業の対象地域 と して米子市か指定 さ れた こ と に伴い ｢活力 《
と ロ マ ン のあ る ふ る さ と づ く り を理念 と し て 、 美 しい ま ち をつ く る 、 楽 し い ま ちをつ く る 、 人に優 し

い ま ちをつ く る ｣ と い う こ と を 内容 と した米子市 ア メ ー テ ィ タ ウ ン 。す 画策定の促進を図 っ た。

同市においては 、 快適環境づ く り を総合的、 。十画的に進めてい く た め、 。す 画策定に市民の参画を求

め、 ま た、 ｢ ア メ ー ブ ィ タ ウ ノ と街づ く り ｣ 等の講演会を 2 回にわた り 開催する な と 、 行政 と市民か

力を合わせて 快適環境の創造に取 り 組ん でい る 。

本県では、 米子市 ア メ ー プ ィ タ ウ ソ 。十画を 快適環境づ く り の モブル事業 と 位置づけ、 快適環境づ く

り に積極的な推進を図 る こ と と して い る 。

2 国伯 の名水

鳥取県は幸いに し て 、 清 らかで豊かな水に恵 まれ、 県民は こ れを心のふ る さ と と して幾多の文化を

培 っ て来た。

こ れ ら の水の中には 、 古 く か ら人 々 と の関わ り を物語 る 古事来歴を持つ も のや、 優良 な水環境か含

ま れてお り 、 昭和 60 年 3 月 に環境庁が選定 した全国名 水百選に淀江町の ｢天の真名井｣ が選定 され、 衝
こ れを契機に本県では 、 昭和 60 年 6 月 に ｢因伯の 名水｣ と し て 。十 1 6 の水域を選定 した。

昭和 62 年度には ｢名 水マ ッ プ ｣ を作成 し、 広 く 県内外に紹介す る と と も に 、 こ れ ら 名水の保全 と 活

用を図 るた め淀江町で ｢第 1 回名水保全の集い ｣ を開催 した 。

こ れ ら の名水につい ては、 今後、 周辺 の環境整備を促す と と も に、 その活用 と 保全を積極的に進め

る こ と と し てい る 。

3 鳥取県を美 し く す る運動

県民のすべてが健康で文化的な生活を営むためには、 生活環境を清潔で快適な も のにする必要かある 。

ごみ の な い清潔な生活環境づ く り は、 我 々 県民に課せ られた義務であ り 県 市町村の積極的な施

を
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策 と と も に、 県民一人一人の正 し い理解 と 協力を得て強力に推進 して ゆ く 必要かあ る 。

こ のため 、 昭和 46 年か ら市町村及び各種関係団体の協力 の も と に ｢鳥取県を美 し く す る運動｣ を実

施 し、 県民の環境保全意識を高揚 し 、 河川 、 海岸等公共の場所か ら ごみ を一掃す る運動を展開 し て きた 。

昭和 62 年度の事業実施結果は次の と お り であ る 。

の 運動期間 昭和 62 年 9 月 1 日 ~ 9 月 30 日

(2) 運動内容

ァ 広報活動

ポ ス タ ー を 500 枚作成 し 、 保健所 . 市町村に配布 し、 併せて市町村広報紙に運動の趣旨を掲載

する と と も に 、 有線放送等を通 じ て運動への参加 と意識の高揚を図 っ た 。

イ 知事表彰

地域環境美化に功績のあ っ た団体 個人に対 し知事表彰を行 っ た 。

( 八東町高校生サ ー ク ｢ ア ウ ト - ｣ 池田忠夫 )

鯵 ゥ 清掃活動
市町村、 各種団体、 自 治会等が中心 と な り 河川 、 湖沼 、 海岸、 公園等の清掃を実施す る と と も

に不法投棄 ごみの除去を行 っ た。

工 不法投棄の監視指導

市町村 保健所が、 不法投棄の監視指導バ ト ー ル を実施 した。 更に警察の 協力を得て不法投

棄者の監視取締パ ト ロ ー ルを実施 した。

オ ごみ容器、 立札の設置

公共の場所に ごみ容器を設置す る と と も に 、 不法投棄を し な い よ う 立札を設置 した 。

力 各種会合

美化意識の高揚を図 る ための会合を開 く と と も に、 浄化槽の設置者に対 し維持管理講習会を実

施 した。

4 環 境 週 間

搦 昭和 47 年国連総会に おい て毎年 6 月 5 日 を ｢世界環境ブ ー ｣ と す る こ と が決議 され 、 こ れを受けて
我が国において も 、 こ の 日 を初 日 と す る 1 週間を ｢環境週間｣ と す る こ と と された 。

こ の週間は、 環境問題に対す る認識を深め、 公害防止や 自 然環境保全を強力に推進す る ための全国

運動を展開 し よ う と す る も のであ る が 、 本 県において も 、 こ の趣旨 に沿 っ て市町村及び各種団体の協

力の も と に多彩な行事を実施 し 、 環境保全について の意義を広 く 県民に普及 し、 啓 発 に努 め る た め

各種の行事を行 っ て い る が 昭和 62 年度 の実施状況は次表の と お り であ る 。
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表 1 50 昭和 62 年度環境週間行事実施状況一覧表

行 事 名 実施主体 協力 行 事 内 容 行 事 成 果 備考

環境週間ボ ス
夕 - の掲示

市 町 村 広 報

研 修 会

。己 念 集 会

事業場水質澗
査

環境整備覊査

大通公害環境
掲査

整備不良車の
監視取締 り

海浜、 河川 、
湖沼等公共場
所の清掃

県
市 村 村

市 町 村

県

市 町 村

県

市 町 村

墨

県警本部
陸運事務
所

県
市 町 村

市町村

自動車
整備振
興会外

環境庁ポス タ ー 1 , 1 00 枚を市町村、
保健所等に配布

有線放送 1 6市町村で延べ 36 回放送
広報車 3 市町村で延べ 5 回巡回
広報紙 16市町村で延べ 1 9 回配布

県、 市町村の公害担当職員を対象 と
した公害問題に関する研修を倉吉総
合事務所で美艶籤 した。

小学生、 中学生を対象に環境問題に
関する座談会を実施 しま荒

県下の水質汚濁防止法の 54 特定事
業場に対 し水質覊査を行っ た。

工場、 事業場の点検と ごみの不法投
棄の実態調査及ひ ごみの除去

交通ひん繁地区におけ る大気騒音振
動の巍査を行っ た。

整備不良車の一斉取締 り

海浜、 河川、 湖沼等公共の場所の清
掃を行っ た。

41 名参加

1 市で 33 名参加

工場事業場の点検
4 市町村 で 20 事
業所
不法投棄場所の美
態澗査
1 0 市町村で 37 か
所を確認、 1 0 ト ン
の ごみを除去 しズ萄

4 市 1 8 地点で延べ4
日 間 90 回測定
( 一酸化炭素につい
ては 4地点で 24時間
連続 自 動測定 )

検査車輌数 1 92 台
整備警告 2 件
( C O排出量基準以
上 )

25 市町村で 42, 235
名 参加 して清掃 し★"

澗査結果
表 89
表 1 04
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